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Natural disasters caused by concentrated heavy rains and typhoons have occurred in various places, 
and has made a great impact on social activities and people's lives in recent years in japan. Then the 
effect on transportation caused by disaster on slope failure is very high. The objective of this study is 
to investigate factors except for soil rainwater index to be caused slope failure. In this study, 
geomorphic and geological investigation for factor of slope failure occurred in the area of Lake 
shikotsu in 2014 is discussed. The three locations, of which two locations sited on Route 453 and one 
location sited on Goryo Line of prefectural road, slope failure discussing in this study caused by 
heavy rain in September 2014 were surveyed. And a series of physical testing of soils were performed 
on various soil samples retrieved at each locations of slope failure. Based on the survey and test 
results, these slope failure locations are classified by geomorphic and geological pattern, and the 
factor caused to slope failure was discussed in terms of geotechnical engineering. 
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そこで、本研究では、2014 年 9 月 11 日の豪雨により、








2? 斜面崩壊箇所における被災状況  
 
本研究で対象とした斜面崩壊箇所の崩壊箇所を図 1(2)、
図 2(3)に示す。図 1 における地点 1 及び地点 2 は、それぞ
れ、一般国道 453 号線の Kilo Post(KP) 24 km 付近(以下、
地点 1)、及び KP33.06 km 付近(以下、地点 2)であり、図













図 1 斜面崩壊箇所：地点 1（一般国道
453 号 KP24 km 付近）及び地点 2（KP33.06 
km 付近）(2) 







図 3 地点 1 の斜面崩壊箇所 図 4 地点 1 の斜面崩壊時の状況 
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2. 2? 地点 2 の被災状況 




高約 20 m 程度で、樹木などを巻き込んだ状態で斜面崩壊が
発生したと考えられる。なお、崩壊した斜面と道路までの
クリアランスは 20 m 程度であった（図 6(a), (b)）。 
2. 3? 地点 3 の被災状況 






3? 斜面崩壊箇所における地形・地質の検討  
 
3. 1? 地点 1 の地形・地質 






 表層崩壊箇所（KP33.06 km） 




図 6(a) 地点 2 の崩壊箇所全景 図 5 地点 2 の斜面崩壊箇所 
図 6(b) 地点 2 の道路流出土砂の状況 
図 7 地点 3 の崩壊箇所全景 
図 8 地点 1 崩壊箇所の正面全景 図 9 上部に分布する支笏火砕流堆積物 
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3. 2? 地点 2 の地形・地質 
崩壊斜面より上部の背面は段丘面のためほぼ平坦になっており、崩壊面上部には、厚さ 5 m 程度の褐
色の段丘堆積物があり、3～30 cm 程度の礫が介在していた（図 10）。これは、支笏火砕流が堆積した後、
その上に堆積したものと考えられ、現河川に沿った形状で現河川よりも幅広く分布していると推定され
る。中～下部には火砕流堆積物(火山灰)が、約 15 m 堆積しており、斜面下端部まで見られた（図 11）。
この火山灰は半固結状態であり、浸食された土砂が斜面上に薄く堆積し、若干ガリー浸食の跡が見られ
るものの、流出しにくい状態であった。 
3. 3? 地点 3 の地形・地質 





図 11 地点 2 崩壊箇所の正面全景 図 10 上部の段丘堆積物（褐色層）及び礫 
図 12 地点 3 崩壊箇所の正面全景 
 
図 13 崩壊箇所上部の溶結凝灰岩 
木幡? 行宏 








3. 2? 地点 2 の地形・地質 
崩壊斜面より上部の背面は段丘面のためほぼ平坦になっており、崩壊面上部には、厚さ 5 m 程度の褐
色の段丘堆積物があり、3～30 cm 程度の礫が介在していた（図 10）。これは、支笏火砕流が堆積した後、
その上に堆積したものと考えられ、現河川に沿った形状で現河川よりも幅広く分布していると推定され
る。中～下部には火砕流堆積物(火山灰)が、約 15 m 堆積しており、斜面下端部まで見られた（図 11）。
この火山灰は半固結状態であり、浸食された土砂が斜面上に薄く堆積し、若干ガリー浸食の跡が見られ
るものの、流出しにくい状態であった。 
3. 3? 地点 3 の地形・地質 





図 11 地点 2 崩壊箇所の正面全景 図 10 上部の段丘堆積物（褐色層）及び礫 
図 12 地点 3 崩壊箇所の正面全景 
 
図 13 崩壊箇所上部の溶結凝灰岩 
2014 年支笏湖周辺の斜面崩壊に関する地盤工学的検討?
－ 63 － 
 





崩壊したもの(タイプ C および D)である。タイプ C と D は基盤岩によって区別したもので前者が火山性
の、後者が堆積性の岩盤からなる。本研究による検討から、地点 1 及び地点 3 はタイプ D、地点 2 はタ






















として、厚さ 1 m 程度で斜面表層に堆積していたが、今回の豪雨により表層崩壊が発生したと考えられ、
表 1 北海道内における斜面崩壊箇所の地形地質タイプ(1) 


















































－ 64 － 
崩壊機構は地点 1 と同様であると考えられる。また、
崩壊土砂は裾部に流出したが、斜面裾から道路までは、






5. 1? 物理試験による検討 









質礫質砂に、地点 2（KP33.06 km）試料及び地点 3（道
道 341 号御料線の札幌市清田区有明付近）試料は、と
もに細粒分混じり礫質砂、それぞれ分類される。均等
係数 UC は、地点 2 試料で 47.37 と最も大きく、地点 1、
地点 3 試料の順で小さくなっている。また、細粒分含
有率 FC は地点 1 試料で 19.41 %と最も大きい。一方、
土粒子の密度s は、地点 26 試料が 2.98 g/cm3 と最も大




















土層全体の透水係数と平均粒径 D50 の関係を図 18 に、 
図 16 地点 2 試料の粒径加積曲線 
図 14 斜面崩壊土の採取状況 
図 15 地点 1 試料の粒径加積曲線 
図 17 地点 3 試料の粒径加積曲線 
木幡? 行宏 
－ 64 － 
崩壊機構は地点 1 と同様であると考えられる。また、
崩壊土砂は裾部に流出したが、斜面裾から道路までは、






5. 1? 物理試験による検討 









質礫質砂に、地点 2（KP33.06 km）試料及び地点 3（道
道 341 号御料線の札幌市清田区有明付近）試料は、と
もに細粒分混じり礫質砂、それぞれ分類される。均等
係数 UC は、地点 2 試料で 47.37 と最も大きく、地点 1、
地点 3 試料の順で小さくなっている。また、細粒分含
有率 FC は地点 1 試料で 19.41 %と最も大きい。一方、
土粒子の密度s は、地点 26 試料が 2.98 g/cm3 と最も大




















土層全体の透水係数と平均粒径 D50 の関係を図 18 に、 
図 16 地点 2 試料の粒径加積曲線 
図 14 斜面崩壊土の採取状況 
図 15 地点 1 試料の粒径加積曲線 
図 17 地点 3 試料の粒径加積曲線 
2014 年支笏湖周辺の斜面崩壊に関する地盤工学的検討?
－ 65 － 
透水係数と細粒分含有率 Fc の関係を図 19 に、透水





が、図 18 に示す D50 が小さく、図 19 に示す Fc が大
きいことから、試験中の供試体に水みちが形成され
た影響で透水係数の値が大きくなった可能性がある。





















2) 過去の研究で提案された斜面崩壊箇所の地形・地質タイプで分類すると、地点 1 及び地点 3 はタイ
プ D、地点 2 はタイプ A に分類されることが分かった。 
図 20 透水係数と UC の関係 
図 18 透水係数と D50 の関係 図 19 透水係数と FC の関係 
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3) 本研究で対象とした斜面崩壊箇所の土質は、過去の斜面崩壊箇所試料に比べて、大きな透水係数で
あり、また、均等係数が比較的小さくかつ細粒分が少なく、IP が比較的小さい土質であった。  
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